
論文 / 著書情報
Article / Book Information

論題(和文) 履歴型制振ダンパーの諸元が鋼構造中層建物の応答に与える影響

Title

著者(和文) 山口路夫, 栗林晃司, 佐藤大樹, 北村春幸, 西本晃治

Authors Michio Yamaguchi, daiki sato, Haruyuki Kitamura, Kohji Nishimoto

出典 / Citation 日本建築学会大会学術講演梗概集, Vol. B-2, No. ,  pp. 597-598

Citation(English) , Vol. B-2, No. ,  pp. 597-598

発行日 / Pub. date 2010,  9

rights  日本建築学会

rights  本文データは学協会の許諾に基づきCiNiiから複製したものである

relation  isVersionOf:http://ci.nii.ac.jp/naid/110008124016

Powered by T2R2 (Science Tokyo Research Repository)

http://t2r2.star.titech.ac.jp/


Architectural Institute of Japan

NII-Electronic Library Service

Arohiteotural エnstitute 　 of 　 Japan

21299 目本建築学会大会学術講演梗概葉

　 　 　 　 （北陸｝　2010年 9 月

履歴型制振 ダンパ ーの 諸元が鋼構造 中層 建物の応答に与え る影響
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銅構 造建物　中層建 物　履歴 減衰型 制振 部 材

時刻歴応答解析　エ ネ ル ギー

1．は じめ に

　建 築物の 耐 震安全性 は，終 局耐力 と塑性化変形能力 の 積 （塑

性 化エ ネル ギー吸収 量） に よ り評価 す るこ とが で き，こ の こ と

を重点 にお い た耐 震計算で あ る 「エ ネル ギ
ー

の 釣合に基づ く応

答予測法」
］｝

（以後 エ ネル ギー法 と呼ぶ） がま とめ られ てい

る。2005 年にエ ネル ギー
法の 告示 が 制定 され，履歴 型 ダン パ

ーを有す る制振構造の 設計法が、明示された。その た め，制振

構造の考え方 は高層建物 を 中心 に適用 されて い た が，今後は 中

低層建物に も広 く普及 して い くこ とが 予想され る。

　エ ネル ギ
ー
法に準 じて制振構造を設計する場合，主 架構 に対

するダン パーの 剛性 ， 耐力が耐震性能の 判定に 重要な要素とな

るが，建物全 体に生 じる曲げ変 形 に よっ て ， ダンパ ー
に有効に

働く変形 〔以後，実効変形 と呼ぶ）が低下す る。その た め．ダ

ンパ ー
による制振効果を適切に評価す るた めに は，ダン パ ーの

実効変形 に着 目する こ とが重 要で あ る。

　本報では ， 履歴型制振部材を有する鋼構造中層建 物 を対象 に，

時刻 歴応答解析 を実施す る。ダン パ ーの 耐力比 ，降伏応力度，

塑性 化部長 さの 違 い が制振 効果 に与 える影 響 を最大値 と累積値

に 着 目して 評価す る。

2．検討対象建物・入力地震動の 概要及び ダンパーの耐力比分布

2．1 検討対象建物概要

　検討 対象建物 は，地 上 5 階 高 さ 213 （m ）の 鉄骨構造建物 と

す る。梁 と柱 の 代表部 材断 面 を表 1に示 し，図 1 に対象建 物 の

基準 階伏 図 と軸組図 を示す。基準とす る純ラ
ー

メ ン構造は，Co

；02 の 水平地震力 に対 して 許容応力度設計をし，D 。＝e．25 に

対 して 保有水 平耐力検 討 を行 う。ただ し，ダン パ ー
に よる制振

効果を期待 し，Co ＝0．2 に対 して層間変形 角R 、は 11200を満足

して い ない。フ レ
ーム の 静的解析 を行 うと ， 許容応力度σ广

0．185で CD＝Ch・fT ，
＝O．203 とな る。ま k，弾性 眼界 時ベ ース シ

ヤ係 tac
，

＝0235でCVfTi ＝O．258 となる 。 解析で はX方向 の み

を対象 とした 。
フ レ ーム の 状態に お ける 1 次固有周期rTi は

1．097（sec ）で ある。減衰は フ レ ーム Of 　T ，
に 対 して h ＝2 ％ とな る

剛性比 例型 と した。本報 で は，ダ ン パ ーと してLYP225 材の 座

屈 拘束ブ レース を用い る。
22 解析用入力地震動

　解析に 用い る 地震動 は，最大 速度値 を 0、5 （m ！s∈c）に基準化 し

たEl　Centro　1940　NS とす る。図 2（aX （b）に，速度応答スペ ク ト

ル とエ ネル ギース ペ ク トル を示 す。

2．3 ダンパーの 耐力比分布

　図 3 〔次 頁）に，ダンパ ー
の 耐力比分布 （、g〆，gア1）を示す 。

Y

表 1 対象建物 の 代表部材断面

号 鋼材種類 階

SOlSN490B ト RHY 噸 00×250×塵2N22

大梁
SG2SN490B1 −RH 遁 00苫200KHx且7

SG11SN490B トRH −800μ300xI3x26
Sα 2SN490B ト RHY −800x300 刈 6同28

BCR2955 口450x450 刈 6

SClBCR2953 卯4 口450x45Dx ユ9

柱 BCR295 ト 2 口450 噂 50・22
BCR2954 一5 口45D 叫 50x16

SC2BCR295
ト 3 口 450 ×450×19
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図 1 対鍵 物モ デ ル 単位 ：〔  ）
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図 2 （a）　SU 答ス ペ クF、、，（b）エ ネル 筆壕 ペ ク トル

各層の ダンパ ー降伏層せ ん断九 9Ptを第1層の ダン パーの 降伏

層せ ん 断力，gア1
と同じ値を用い た もの 畠 ypelと し，各 層 の

、gM
を第 1層の

， 9ylを基準 としAi分布 に基づ い た 降伏層せ ん断力分

布に 従っ て決め た もの をtype2，　type1か ら 4，5 層の グル
ープ を

除い た もの をtyl）e3 とす る。 なお ， 本報で 用い るダンパ ー
は ，

塑性 化部 と弾性部で構成され るため，解析で 1本の 部材として

モ デル 化 す る場 合の ダンパ ー
の 剛性 と断面積は ，等価岡1肱 扱

ぴ 等価断面積 d2）を用い る。また，ダン パー量 は，　Wpe】 にお い

て第 1 層の ダンパ ー
の 降伏層せ ん断力係致 α yl を変えたパ ラメ
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一タス タデ ィ によ り応答 値が最 も低 減 した、 α y1
− 0．10 を全て の

typeにおい て 使用する 。 表 2 に騨 e別 の 1 次固有周期 と，次章

で検討を行 う条件別の 1次固有周期を示す 。

3，ダンパー鼇元が応答に与える影響

3．1 ダンパーの耐力比分布の 変化に よる検討

　各鵬 を応答比較するこ とで ，ダンパ ー
の 耐力比分布の 変化

が応答に与える影響を検討す る。図 4 に，層間変形角R 、，実

効変形比 （層間変形に対するダンパ ー
の 実効変形の比 ），ダン

パーの 累積塑性変形倍 率翅 ，，フ レ
ー

ム の 累積塑性変形 倍率席

を示 す 。

　図 4（a）の R ，で は ， tppelとtype2で大 きな差 は確認 で きない が，

type3は 4
，
5 層で 蟹pel，　type2と比べ て値が増大 して い る 。 図

4（b）の 実効変形比 よ り，type2カStypel に 比べ て 上層 で も有効 に

ダン パ ーが機能 して い る こ とがわか る。図 4（c）の、ηiはtype別

で 大きな差 は出て い ない。図 璽d）よ り，ダン パ ーな しで 晦η，の

値が大 きい の に対 し，ダン パ ー
を設 置す るこ とで ，全て a）type

で フ レ
ーム がほ とん ど損傷 しない こ とが確認 で きる。

32 ダン パー
の 降伏応力度の 変化に よる検討

　LYP225 材ダン パ ー
の 降伏管理 幅が，上 下約 10％ （205・−245

倒  
2

脇 る と したときの 応答に 与える影響を検討す る。

typelでダンパ
ー

の 降伏応力風．σ广 205
，
225，24Sを比較す る。

ダン パ ーの 断面ec，A ，は変わらない もの とし，降伏応力風 らの

みを変化 させ るた め ， 降伏軸力。NMは変化する。　say
’225 の と

きの ダン パー量は ，α Pti
＝O．10 で あ るが，　s σ

ア

＝205 の時は，　a アi
＝

D．09，。as ＝ 245 の とき1寅α
ン1
＝O．11とな る。図 5 に，層間変形角

R
， ，実効変 形比，ダ ン パーの 累積塑性 変形 倍率，

　ni，フ レーム

の 累積塑 性変形倍率tniを示す。

　図 5（a），（b）お よび（のよ り，Riと実効変形 比 とmi は，らの 違い に

よ る影響は ほ とん ど見 られ ない。図 5（c）の 1層 に着 目する と，

、η F｝画σ
y
＝225に比べ て，σ广 205で 6％程度 の増加 で，∫σ广 245

にお い て も 6％ 程度の 減少 して い る。以上 の こ とか ら，10％程

度の 降伏 応力度の 違い であれ ば，最大値及び累積値に 与える影

響はほ とん どない こ とが確認 でき る。

3．3 ダンパーの塑性化部長さの変化による検討

　前節まで は，ダンパ ー全 長Lに対 して ダ ン パーの 塑性化長 さ

Leは 哉
＝0．25Lとして い た。本節で は，ダンパ ーの 塑 性化長 さ

が応答に 与え る影響を検討す るた めに，Lc ＝O．25LとLe＝O．seL

を比 較す る。表 2 に それぞれ の 1次固有周期を示す。図 6 に，

層 間変形角Rt ，実 効変形 比，ダン パ ーの 累積塑性変形倍率，η，，

フ レ ーム の 累積塑性 変形倍率船 を示 す。

　図 6（a），（b）より，R ，と実 効変形比 は塑性化部長 さ別で ほ とん

ど差 が出 て い ない こ とが わか る。図 6（c）の．ηi は 1層で は，Li−

O．50Lに比べ てL
、

・＝e25L の 方が 26％ 増加 して い る。図9（d）Ofη，

よ り，L ．＝025L とLc ・＝O，50Lで はフ レ ーム はほ とん ど損傷 して

い ない こ とが確認 でき る。

4．まとめ

　本報で は，鋼構造 中層建物 に履歴型制振部材を設 置 したモ デ

凡
R 表 21 次固有周期

e 塑性化 部長 さ 1次固有周期（sec）
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ル の 時刻歴 応答解析を行 うこ とで，ダン パ ー
諸元 の 違い が応答

に与える影響につ い て，以 下の 知見 を得た。
・LYP225 材 の ダン パ ーを用い る 場合 ， 降伏 応力度、　a ア

の 上下

　1〔Pl・程度の ずれ の 影響に よる，最大値及 び累積値 へ の 変化は

　5％ 程度で あ り，小 さい 。

・ダ ン パー
の 塑性化部長さをL 。・・O．25Lか らL 、・；O．50Lに変えて

　も， 最大値の変化は 5％ 程度 で あるが ， ダン パ ー
の エ ネル ギ

　ー
累積値は 塑性 化部 が短 い ほ ど大き くなるた め，注 意が必

　要 で ある a

觚
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